
ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

100

0

0

100

備考

全学DP(1) 70 30

授業の目的・テーマ

全学DP(3)

こころの働きを知ることは、自分自身や他者の気持ちを理解する助けになります。
この講義では、基礎的な心理学の知識を学ぶことに加えて、人とのコミュニケーション方法や、ストレスへの対処法な
どを実践的に学んでいきます。この先の大学生活や社会人生活をより自分らしく過ごすための心理的なヒントを見つけ
ることを目指していきます。

基礎教育科目

科目名称：
担当者名：

区分
基礎教育科目

授業の達成目標・到達目標

講義 2

心理学（ビジネス実務学科）
森　彩香

①心理学の基礎的知識の説明ができる
②こころの基本的な仕組みや働きについて、自分自身の例を通して考えることができる
③日々の生活の中で心理的な工夫を実践することができる

実務経験のある教員の担当

〇

評価方法／ディプロマポリシー 定期試験
クイズ

小テスト
提出課題

(レポート含む)
その他

DP(1)

DP(2)

DP(3)

専門的な知識や技能を修得し、それぞれの分野において、これらを柔軟に
活用していくことができる。

様々な課題に取り組み幅広い教養を身につけるとともに、変化する社会に
対応するための協働的な実践力を身につけている。

自己理解を深め目標に向かって主体的に行動するとともに、多様性を尊重
し他者との信頼関係を築いていくことができる。

.

授業形態 単位数

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

あり

《内容１》　臨床心理士 《経験年数１》　6年

《内容４》 《経験年数４》

《内容２》　公認心理師 《経験年数２》　4年

《内容３》 《経験年数３》

全学DP(2)



事前事後学修時間（分）

第１回 20分

第２回 20分

第３回 20分

第４回 20分

第５回 20分

第６回 20分

第７回 20分

第８回 20分

第９回 20分

第10回 20分

第11回 20分

第12回 20分

第13回 20分

第14回 20分

第15回 20分

70%で評価する。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

講義で得た知識を使っ
て、自分なりに考えるこ
とができる

「アサーション」について調べておく。

今までの授業の資料を読み返しておく。

こころの発達③～成人期・中年期・高齢期 「中年期危機」について調べておく。

自分のやる気が出るのはどのようなとき
かを考えておく。

「愛着」について調べておく。

こころの発達②～思春期・青年期
「アイデンティティ」について調べてお
く。

ストレスをマネジメントする

最近ストレスに感じた出来事を３つ以上
書き出しておく。

事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間と事
前事後学修を含め学則第17条の2で規定された学修時間が必要である。事前学修としては授業までに各分野のテーマについ
て調べておくこと、事後学修としては授業で配布されたプリントを読み返すことを推奨する。

個性をとらえる（心理テスト体験）
「血液型で性格は異なるか」を調べてお
く。

教科書・参考書

知識・理解
講義で得た知識を組み合
わせて考えることができ
る

「覚える」こころ

こころの発達①～乳幼児期・児童期

毎回授業の終了時に記入してもらうリアクションペーパーについては、次回講義時に全体に対してフィードバックします。

苦手なものを克服した体験を思い出し、
克服できたきっかけを考えておく。

心理学について

対人コミュニケーション（グループワーク）

「心は目に見えるか？」について考えて
おく。

「ワーキングメモリ」について調べ、日
常で使っている例を考えておく。

社会の中の自分 自分の長所・短所について考えておく。

教科書：　指定しません。毎回の配布資料をもとに授業を進行します。
参考書：　参考資料やプリントは適宜授業内で配布・紹介します。
自分でも勉強したい学生は「エッセンシャルズ心理学」二宮克美他著 福村出版 の購入をお勧めします。

提出物（毎回の授業で課すリアクションペーパーや、不定期で実施する小テストなど）30%

　定期試験は、

課題に対してのフィードバック

上手な自己主張をする

まとめ

「見る」「感じる」こころ
好きなトリックアートをインターネット
等で探しておく。

動機づけ

気分転換方法を３つ以上書き出してお
く。

授業の内容・計画

ストレスとは（心理検査体験）

人との会話が弾む質問を考えておく。

事前事後学修の内容

「学ぶ」こころ

成績評価の方法・基準

すばらしい とてもよい よい 要努力評価ルーブリック

「心の働き」についての
理解度が低く、知識が得
られていない

「心の働き」についてお
およそ理解している


